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泉
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

泉
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
で
は
、「
住
民
の
絆
を

深
め
、
心
豊
か
で
住
み
よ
い
地
域
の
実
現
」
を
信

条
に
、
地
域
住
民
の
絆
を
大
切
に
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
泉
町
は
広
範
囲
と

い
う
特
殊
事
情
か
ら
、
下
岳
、
柿
迫
・
栗
木
、
五

家
荘
の
３
つ
の
地
域
を
協
議
会
の
部
会
と
し
て
設

置
し
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

１
年
間
を
振
り
返
っ
て

〇
下
岳
地
域　

地
域
づ
く
り
の
人
材
育
成
を
推

進
し
ま
し
た
。
地
域
の
人
材
バ
ン
ク
登
録
に
始
ま

り
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
講
座
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
講

座
な
ど
各
種
生
き
が
い
づ
く
り
と
助
け
合
い
サ
ポ

ー
タ
ー
の
養
成
、
婦
人
会
に
よ
る
地
域
の
困
り
ご

と
解
消
事
業（
２
５
２
件
）、
町
外
の
人
を
対
象
と

す
る
泉
応
援
団
の
発
足
式（
泉
出
身
者
５
人
）な
ど

を
実
施
し
、人
材
の
養
成
・
確
保
に
努
め
ま
し
た
。

〇
柿
迫
・
栗
木
地
域　

地
域
資
源
を
生
か
し
た

特
産
品
づ
く
り
と
し
て
、
第
１
回
ス
ポ
ー
ツ
と

グ
ル
メ
の
祭
典
in
柿
迫
・
栗
木
を
開
催
し
、
約

２
５
０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
お
土
産
コ
ン

テ
ス
ト
で
は
合
計
90
点
も
の
ア
イ
デ
ア
が
、
地
域

問
合
せ　

市
民
活
動
政
策
課
☎
33
４
４
８
２

か
ら
出
展
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
で
、
地
域
の

特
産
品
開
発
の
基
盤
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
ア
ウ
ト
ド
ア
体
験
と
し
て
、「
隠
れ
里

の
散
歩
」
を
企
画
し
、
地
区
の
棚
田
景
観
や
千
枚

田
景
観
、
路
地
裏
景
観
な
ど
を
再
発
見
し
、
新
た

な
観
光
資
源
を
発
見
で
き
ま
し
た
。

〇
五
家
荘
地
域　

生
活
交
通
を
確
保
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
自
家
用
有
償
運
送
を
想
定
し
た

運
転
手
の
資
格
者
講
習
会
へ
の
参
加
を
実
施
し
ま

し
た
。
ま
た
、
訪
問
者
（
観
光
客
）
の
交
通
を
確

保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
パ
ー
ク
＆
ラ
イ
ド

方
式
に
よ
る
五
家
荘
周
遊
バ
ス
の
運
行
（
紅
葉
時

の
み
）
を
実
施
し
、
28
回
５
０
９
人
の
利
用
が
あ

り
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
の
活
動

　

今
年
度
は
６
月
の「
平
家
い
ず
み
お
茶
ま
つ
り
」

で
の
出
店
や
、
第
２
回
ス
ポ
ー
ツ
と
グ
ル
メ
の
祭

典
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
み
ん
な

の
知
恵
を
出
し
合
い
、
昨
年
度
の
取
り
組
み
を
発

展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。　

▲スポーツとグルメの祭典 in 柿迫・
　栗木の様子

平
成
26
年
３
月
８
日　

設
立

泉まちづくり協議会
　会長　那須　弘光

八代市住民自治によるまちづくり 
行動計画（後期）を 策定しました

　
平
成
26
年
４
月
に
は
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
地
域
協
議
会
が

市
内
全
地
域
に
設
立
し
、
こ
の
地
域
協
議
会
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
行
動
計
画
（
後
期
）
に
は
、
前
期
計
画
期
間
で
見
え
て
き
た
課
題
に

対
応
す
る
た
め
、
７
つ
の
重
点
施
策
を
盛
り
込
み
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政

支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
地
域
協
議
会
が
よ
り
活
発
な
事

業
を
企
画
し
、進
め
ら
れ
る
よ
う
、

地
域
リ
ー
ダ
ー
や
活
動
の
担
い
手

と
な
る
人
材
を
対
象
と
し
た
各
種

研
修
会
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

　
各
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
地
域

力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、住

民
が
等
し
く
尊
重
さ
れ
、安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
社

会
を
目
指
す
た
め
、市
民
と
行
政

が
一
緒
に
な
っ
て
、協
働
に
関
す
る

条
例
の
制
定
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　
市
と
地
域
協
議
会
の
情
報
の
共

有
や
各
地
域
協
議
会
間
の
連
携
と

情
報
の
共
有
を
図
る
た
め
に
、
地

域
協
議
会
の
会
長
な
ど
に
よ
る
連

絡
会
議
を
設
置
し
ま
す
。

　

地
域
支
援
職
員
を
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
配
置
し
、
地
域

協
議
会
を
側
面
か
ら
支
援
し
ま

す
。

　
自
治
会
組
織
の
基
盤
を
強
化
し

て
い
く
た
め
に
、
自
治
会
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
の
作
成
な
ど
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

７
つ
の
重
点
施
策

※
一
部
抜
粋

１ 
財
政
的
支
援

５ 

組
織
の
運
営
強
化

６ 

協
働
意
識
の
醸
成

７ 

情
報
共
有
の
推
進
「

２ 

行
政
の
推
進
体
制
の
整
備

３ 

活
動
拠
点
の
整
備

４ 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
行
政
の

　 

意
識
改
革

ご利用ください

　
住
民
自
治
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
や
後
期
計
画
の
内

容
を
職
員
が
出
向
い
て
説

明
し
ま
す
。 

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座

　本市では協働によるまちづくりを推進しています。地域がもっと自治力を高め、地域の事柄は地
域で決め、地域が主体的に運営していく環境整備が必要となることから、「住民自治によるまちづ
くり行動計画（後期）」を策定しました。 問合せ　市民活動政策課 ☎ 33-4482

　
地
域
に
住
む
人
の
ま
ち
づ
く
り

活
動
の
拠
点
施
設
と
す
る
た
め
、

公
民
館
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
移
行
し
ま
す
。

　
地
域
協
議
会
が
、重
視
し
た
い
事

業
の
実
施
や
地
域
課
題
の
解
決
な

ど
に
つ
い
て
自
ら
考
え
、実
践
で
き

る
よ
う
、一
括
交
付
金
の
拡
充
な
ど

の
財
政
支
援
を
継
続
し
て
行
い
ま

す
。

  

地
域
協
議
会
を
も
っ
と
知
り
た
い

　
住
民
自
治
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り


